
参考資料

② 2040年には団塊の世代が85歳以上に、団塊
ジュニア世代が65～69歳に

や⑦ 青森県の介護分野の有効求人倍率は全職業
平均の２倍以上

⑥ 認知症高齢者は今後も増加する見込み

④ 全国、青森県よりも要介護（要支援）認定
率が高い。

⑤ 要介護（要支援）認定者のうち、約９割が
75歳以上

⑨ 介護・介助の原因は「高齢による衰弱」「骨折・転

倒」などの割合が高くなっている。

青森市の人口ピラミッド（2040年）
（人）

女男

（出典）総務省「国勢調査」 （出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告（令和4年9月分）」

合計 16,783人

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告（令和5年4月分）」

（出典）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書（令和5年3月 青森市）

介護・介助が必要になった主な原因

（出典）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書（令和5年3月 青森市）

（出典）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書（令和5年3月 青森市）

（出典）厚生労働省（青森労働局）「職業安定業務統計」

介護サービスの職業は、施設介護

員、訪問介護員、訪問入浴介助員

の３職業

（出典）2020年：総務省「国勢調査」、2025年以降：①の推計人口を基に、国立社会保障・人口問題研
究所が公表している青森県の単独世帯の世帯主になる割合を乗じて推計

「高齢者を取り巻く環境」の関連データ
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青森市の人口・高齢化率の推移

65歳以上 15～64歳 0～14歳 高齢化率

（人） （％）

（出典）2020年：総務省「国勢調査」、2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将
来推計人口（平成30（2018）年推計）」
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青森市の一人暮らしの高齢者単身世帯数の推移(世帯)

③ 一人暮らし高齢者世帯の増加

19.6

19.0 

17.9

17

18

19

20

青森市 全国 青森県

要介護（要支援）認定率（令和4年9月末現在）
(％)

要介護（要支援）認定率

＝要介護（要支援）認定者数／第1号被保険者数

87.6%
（15,056人）

11.4%

（2,131人）

年代別要介護（要支援）認定者の割合

（令和5年4月末現在）

75歳以上

65歳～74歳合計 17,187人

14,806 
16,732 

18,405 

19,364 18,676 

15,515 

18,089 

20,500 

22,260 22,195 

(16.7%)

(18.5%)

(20.2%)

(21.4%) (20.7%)

(17.5%)

(20.0%)

(22.5%)

(24.6%) (24.6%)

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

10,000

15,000

20,000

25,000

2020 2025 2030 2035 2040

各年齢層の認知症有病率が一定の場合（人数）

各年齢層の認知症有病率が上昇する場合（人数）

(人)

（ ）は65歳以上人口に

占める認知症有病率

※65歳以上人口（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年

推計」を基に、「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究（平成26年度厚生労

働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学二宮教授）」より推計

認知症高齢者数の推移
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（ ）は前回

⑧ 「転倒」「認知機能」「口腔機能」のリスク

該当者の割合が前回より高い傾向がみられる。
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リスク該当者の割合

令和4年度【n=4,382】 令和元年度【n=4,878】

(％）
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3.7% 10.2%
家族とできる限り在宅で生活

介護保険のサービスを受けながら、在宅で生活

特別養護老人ホームや老人保健施設に入所

民間の施設に入所

療養型の病院に入院

その他

無回答52.2％

認知症・寝たきりになった場合、どのように生活したいか

前回 46.7％
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認知症状への対応

介護者が不安に感じる介護（要介護3以上）
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⑫ 介護者が不安に感じる介護は「認知症状への対応」

「夜間の排泄」などの割合が高くなっている。

⑩ 認知症予防について、関心がある人の割合は、全体

の約8割で、前回より増加傾向となっている。

（ ）は前回

① 総人口・生産年齢人口の減少、高齢化率の
上昇

⑪ 認知症・寝たきりになった場合、在宅での生活を希

望する者の割合は前回より増加傾向となっている。

（出典）在宅介護実態調査の集計結果（令和5年5月 青森市）
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（出典）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書（令和5年3月 青森市）

【参考】全国の状況

介護関連職種 3.44倍

全体 1.22倍

介護分野の有効求人倍率（令和5年3月）

(倍)
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団塊の世代

団塊ジュニア


